
東北南部から中部地方までのアメダス地点における地表面粗度の推定

地点については半径2．5km）．この扇形の中で各カテゴ

リーの占める割合をそれぞれa，b，c，dとすれば，粗度

z。は次の実験式で表される．

　　zoニ40a十125b十200c十110d－30　　　　　　　　　　（1）

　　　　　a十b十c十d＝1

　ただし例外として区分11，12，15については，それら

の和が占める割合が90％以上のときはz。ニ0．1cm，同

様に，区分1，2，6，10，13についてはzo＝5cm，区分

14についてはzo＝1cm，区分3についてはzoニ65cm
とする．

　3．各地点の風向別粗度

　各地点の風向別粗度方位を第2表に示した．表中の○

印は周囲が比較的開けたアメダス地点を示す．×印はご

く近くの建物や地物の影響を受けている可能性のある地

点で，データ使用に関しては注意が必要である．なお，

○印と×の区分は現地調査などをもとに調べたものであ

り，無印は未調査地点である．第1図は仙台，米沢，郡

山における風向別（16方位）の粗度分布例である．

　第2図は本研究結果の応用例で，晴天の続いた1985年

201

夏（7月19日～9月6目）の50日間平均の15時における

風速分布図である．風速は今回求めた粗度を用いて推定

した地上高100mのベクトル平均風速であり，風速プロ

ファイルはr対数分布」を仮定している．

　4．あとがき

　本報告ではアメダス281地点における風向別粗度分布

を土地利用データから推定した．なお，ここで推定した

粗度は1985年現在のもので，その後に周辺環境や風速計

地上高度が変わった場合，その状況に応じて粗度を推定

しなおす必要がある．
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